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主 な 項 目

各地で緑化行事が開催される
～豊かな緑を後世に引き継ごう～～豊かな緑を後世に引き継ごう～

植樹作業を行う参加者（山之口国有林）

（Ｐ２〜４に関連記事）
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［
総
務
課
広
報
］
六
月
四
日
（
月
）、
城
土
局

長
が
木
曽
青
峰
高
校
森
林
環
境
科
の
特
別
授
業

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
特
別
授
業
は
、
木
曽

青
峰
高
校
が
五
月
に
東
京
都
の
日
比
谷
公
園
で

開
催
さ
れ
た
「
森
林
の
市
」
に
出
店
し
た
際
、

皆
川
林
野
庁
長
官
を
訪
問
し
た
こ
と
を
契
機
と

し
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

特
別
授
業
で
は
、
木
曽
谷
の
森
林
の
歴
史
、

国
有
林
の
成
立
や
役
割
な
ど
を
紹
介
。
木
曽
は

古
く
か
ら
良
質
な
ヒ
ノ
キ
の
産
地
、
尾
張
藩
が

行
っ
た
過
度
の
伐
採
と
山
林
保
護
政
策
の
繰
り

返
し
な
ど
を
説
明
し
た
ほ
か
、
森
林
浴
発
祥
の

地
で
あ
る
赤
沢
自
然
休
養
林
で
の
森
林
セ
ラ

ピ
ー
な
ど
も
例
に
挙
げ
、
森
林
の
持
つ
多
面
的

な
働
き
に
着
目
し
た
森
林
の
活
用
を
考
え
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
生
徒
三
十
九
名
か
ら
は
、「
授
業

で
聞
い
て
い
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
と
て
も
参

考
に
な
っ
た
。」「
国
有
林
の
役
割
が
改
め
て

は
っ
き
り
わ
か
っ
た
。」「
木
曽
の
こ
と
で
も
知

ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
と
て
も
参
考
に
な
っ

た
。」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
先
生
か
ら

も
「
授
業
で
触
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
、
興
味

あ
る
雑
談
を
入
れ
な
が
ら
、
生
徒
も
職
員
も
面

白
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
貴
重
な
話
を
も

う
少
し
聞
き
た
か
っ
た
。」
と
の
言
葉
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
別
授
業
が
、
同
校
生
徒
に
と
っ

て
、
将
来
、
森
林
・
林
業
の
担
い
手
と
な
る
う

え
で
の
一
つ
の
糧
と
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

 

［
指
導
普
及
課
・
北
信
署
］
六
月
九
日
（
土
）、

長
野
県
、
中
部
森
林
管
理
局
、
野
沢
温
泉
村
な

ど
が
主
催
す
る
平
成
二
十
四
年
度
ふ
る
さ
と
の

森
づ
く
り
県
民
の
集
い
・
第
六
十
三
回
長
野
県

植
樹
祭
が
「
育
て
よ
う 

未
来
へ
つ
な
ぐ 

森
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
野
沢
温
泉
村
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
、
地
元

地
域
の
み
ど
り
の
少
年
団
を
は
じ
め
、
林
業
関

係
者
、
一
般
参
加
者
な
ど
約
千
二
百
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
植
樹
祭
で
は
、
野
沢
温
泉
村
の
苗
畑

で
作
ら
れ
た
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
と
、
北
信
地

方
の
雪
深
い
地
域
に
生
育
す
る
ユ
キ
ツ
バ
キ
、

そ
の
一
種
で
野
沢
温
泉
村
で
は
よ
く
見
ら
れ
る

ノ
ザ
ワ
ツ
バ
キ
の
計
四
、二
〇
〇
本
の
植
樹
を

行
い
、
ま
た
、
昨
年
の
震
災
か
ら
の
復
興
を
祈

念
し
た
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
植
樹
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
前
ま
で
降
っ
て
い
た
雨
の
影
響
で
足
元

が
滑
り
や
す
い
中
、
参
加
者
は
植
え
穴
を
掘
る

際
に
出
て
く
る
石
や
草
の
根
に
苦
労
し
な
が
ら

も
、
一
本
一
本
て
い
ね
い
に
植
え
込
み
、
心
地

よ
い
汗
を
拭
っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
各
団
体
か
ら
森
林
・
林
業
に
関
す

る
パ
ネ
ル
展
示
、
郷
土
物
産
品
の
販
売
ブ
ー
ス

等
も
出
展
さ
れ
、
昨
年
発
生
し
た
長
野
県
北
部

城
土
局
長
が

木
曽
青
峰
高
校
で

「
特
別
授
業
」

城
土
局
長
が

木
曽
青
峰
高
校
で

「
特
別
授
業
」

緑の少年団と植樹する嵯峨北信署長

特別授業を行う城土局長

「
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
県
民
の
集
い
」

�

長
野
県
植
樹
祭
開
催

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

記念植樹する城土局長

北信署の展示ブース
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作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
業
へ
の

理
解
を
深
め
、
地
域
緑
化
及
び
地
域
住
民
の
参

加
に
よ
る
森
林
整
備
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
、
地
域
住
民
の
参
加
に
よ
り
毎
年
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
日
高
東
信
森
林
管
理
署

長
の
開
式
の
挨
拶
で
式
典
が
始
ま
り
、
千
曲
小

学
校
み
ど
り
の
少
年
団
代
表
五
名
か
ら
「
私
た

ち
は
、
か
け
が
え
の
な
い
緑
豊
か
な
森
林
を
、

未
来
の
人
々
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
お
互
い
に
手

を
取
り
合
い
、
助
け
合
っ
て
緑
を
守
り
育
て
ま

す
」
と
の
力
強
い
み
ど
り
の
ふ
れ
あ
い
宣
言
の

後
、
植
樹
作
業
に
入
り
ま
し
た
。

　

作
業
は
一
・一
八
㌶
に
ヒ
ノ
キ
三
千
五
百
本

の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
ヒ
ノ
キ

地
震
で
の
復
旧
状
況
や
、
平
成
二
十
八
年
度

の
長
野
県
誘
致
に
向
け
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
全
国
植
樹
祭
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
北
信
署
か
ら
は
、
国
有
林

に
お
け
る
森
林
整
備
等
の
取
り
組
み
内
容
と

森
林
の
役
割
・
働
き
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
た
パ
ネ

ル
、
署
員
が
製
作
し
た
木
工
ク
ラ
フ
ト
等
の

展
示
を
行
い
、
植
樹
作
業
後
に
立
ち
寄
っ
た

参
加
者
ら
が
展
示
品
を
前
に
、
署
員
の
説
明

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

 

［
東
信
署
］
六
月
十
日
、「
平
成
二
十
四
年
度

佐
久
地
区
森
林
祭
」
が
長
野
県
佐
久
地
方
事

務
所
、
小
諸
市
、
佐
久
森
林
林
業
振
興
会
、

佐
久
森
林
組
合
、
東
信
森
林
管
理
署
の
五
団

体
の
主
催
に
よ
り
、
小
諸
市
の
菱
平
農
事
実

行
組
合
有
林
で
開
催
さ
れ
、
林
業
関
係
者
、

一
般
参
加
者
な
ど
約
三
百
名
が
参
加
し
植
樹

一
本
一
本
を
真
心
込
め
て
丁
寧
に
植
え
付
け
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
希
望
者
を
対
象
に
、
御

代
田
森
林
官
ほ
か
当
署
職
員
二
名
の
森
林
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
、
浅
間
山
国
有
林
に
あ

る
日
本
最
古
の
カ
ラ
マ
ツ
人
工
林
な
ど
を
散
策

す
る
森
林
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
中
は
霧
が
か
か
り
、
作
業
終
了
前

に
小
雨
が
降
る
な
ど
天
候
が
不
順
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
参
加
者
か
ら
は
「
今
日
植
え
た
場
所

は
、
ま
た
二
十
年
後
は
立
派
な
森
に
な
る
か

な
。」「
久
々
の
植
樹
で
楽
し
か
っ
た
。」
な
ど

の
声
も
聞
か
れ
、
実
り
あ
る
森
林
祭
と
な
り
ま

し
た
。

 

［
木
曽
署
］
五
月
十
九
日
（
土
）
か
ら
五
月

二
十
日
（
日
）
に
か
け
て
、
王
滝
村
松
原
運
動

公
園
を
メ
イ
ン
会
場
と
す
る
「
２
０
１
２
未
来

世
紀
へ
つ
な
ぐ
緑
の
バ
ト
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

ヒノキを植える千曲小学校緑の少年団

平
成
二
十
四
年
度

�

佐
久
地
区
森
林
祭
を
開
催

等間隔にヒノキが植樹された現地

式典であいさつする木村総務部長

「
２
０
１
２
緑
の
バ
ト
ン
」
が

�

開
催
さ
れ
る

ドングリから育てた苗を植樹 パネルで治山事業をＰＲ



第 99号 平成 24年 6月　（�）
　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
一
九
八
四
年
の
長
野
県

西
部
地
震
災
害
（
王
滝
村
）
の
翌
年
度
よ
り
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
荒
廃
し
た
箇
所
に

緑
を
再
生
し
、
水
を
育
む
森
を
後
世
に
引
き
継

ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
木
曽
川
下
流
域
と
地
元
と

が
協
力
し
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
植

樹
や
森
林
整
備
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

初
日
は
、
さ
わ
や
か
な
春
風
の
吹
く
松
原
運

動
公
園
に
関
係
者
二
百
五
十
名
が
参
集
し
式
典

が
行
わ
れ
、
中
部
森
林
管
理
局
か
ら
は
、
木
村

総
務
部
長
・
高
嶋
木
曽
森
林
管
理
署
長
・
近
藤

木
曽
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
所
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
関
係
団
体
に
よ
る
パ
ネ
ル
展
示

や
木
工
教
室
、
地
元
特
産
品
の
展
示
即
売
等
が

行
わ
れ
、
木
曽
森
林
管
理
署
か
ら
は
、
長
野
県

西
部
地
震
か
ら
の
復
興
を
記
し
た
治
山
事
業
の

Ｐ
Ｒ
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
濁
川
の
植
樹
会
場
に
移
動
し
、
当
署

職
員
の
指
導
の
も
と
、
参
加
者
ら
は
王
滝
産
の

ド
ン
グ
リ
か
ら
育
て
た
ミ
ズ
ナ
ラ
や
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
・
カ
エ
デ
の
苗
木
約
千
二
百
本
を
「
未
来
の

水
源
の
森
」
に
夢
を
馳
せ
、
一
本
一
本
丁
寧
に

植
え
付
け
て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
中
日
森
友
隊
二
十
四
名
を
中
心

に
近
隣
の
治
山
施
工
地
に
お
け
る
除
伐
等
の
森

林
整
備
が
行
わ
れ
、「
水
源
の
森
」
も
日
当
た

り
や
風
通
し
が
良
く
な
り
、
一
帯
は
す
が
す
が

し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
二
日
間
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
水
源
地

域
保
全
の
重
要
性
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

「
水
」
が
取
り
持
つ
上
下
流
の
「
人
」
と
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
岐
阜
署
］
日
本
三
百
名
山　

位
山
三
山
「
川

上
岳
」
の
登
山
口
と
な
る
山
之
口
国
有
林
で
、

五
月
二
十
六
日
（
土
）、
尾
崎
小
学
校
児
童
・

父
兄
ほ
か
地
元
林
業
関
係
者
ら
六
十
名
の
参

加
を
い
た
だ
き
、
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

植
樹
祭
は
、「
清
流
の
国
ぎ
ふ
づ
く
り
」・

「
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
二
〇
一
二
」
の
協
賛
事

業
と
し
て
名
古
屋
林
業
土
木
協
会
小
坂
支
部

と
岐
阜
森
林
管
理
署
の
共
催
に
よ
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
催
し
の
準
備
は
、
名
古
屋
林
業
土

木
協
会
小
坂
支
部
や
山
之
口
地
区
の
林
業
関
係

者
の
方
々
と
共
同
で
進
め
た
こ
と
か
ら
、「
山

之
口
川
源
流
域
植
樹
祭
」
と
銘
打
ち
、
多
彩
な

メ
ニ
ュ
ー
を
入
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

主
催
者
の
挨
拶
に
引
き
続
き
、
名
古
屋
林
業

土
木
協
会
前
原
専
務
理
事
に
よ
る
生
物
多
様
性

の
話
に
は
子
ど
も
た
ち
か
ら
大
き
な
歓
声
も
あ

が
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
当
署
の
中
嶋
治
山
第
一
課
長
か
ら

植
樹
方
法
の
説
明
を
受
け
、
カ
エ
デ
・
ナ
ナ
カ

マ
ド
な
ど
、
五
十
本
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

　

植
樹
終
了
後
、
佐
々
木
治
山
第
一
係
長
が
講

師
と
な
っ
て
森
林
の
持
つ
保
水
効
果
や
治
山
事

業
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
、
ミ
ニ
森
林
教
室
を

開
き
森
の
働
き
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
る
と
と
も
に
、
多
く

の
参
加
者
か
ら
「
来
て
よ
か
っ
た
」「
楽
し

か
っ
た
」
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
、
久
し
ぶ
り
に

地
元
の
皆
様
と
の
一
体
感
を
味
わ
っ
た
一
日
で

し
た
。

［
富
山
署
宇
奈
月
森
林
事
務
所
］

�

大
内　

隆
成　

森
林
官

　

宇
奈
月
森
林
事
務
所
は
、
富
山
県
の
東
部
に

位
置
す
る
黒
部
市
・
入
善
町
・
朝
日
町
の
三
市

町
に
ま
た
が
る
約
三
八
、七
〇
〇
㌶
の
国
有
林

と
約
二
二
㌶
の
官
行
造
林
を
管
轄
し
て
い
ま

す
。

植樹を終え記念撮影

生物多様性の話を真剣に聞く皆さん

「
山
之
口
川
」
源
流
域
で

　
　

地
元
住
民
ら
に
よ
る
記
念
植
樹

�

～
下
呂
市
萩
原
町
山
之
口
国
有
林
～

シ
リ
ー
ズ

峡谷を走るトロッコ電車
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◎
安
全
週
間

　

７
月
１
日
～
７
日　

局
署

◎
親
子
森
林
探
検
隊

　

７
月
７
日　
　
　
　

東
信
署
管
内

◎
低
コ
ス
ト
・
高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム
講
演
会

　

７
月
９
日　
　
　
　

長
野
市
（
局
）

◎
流
域
管
理
調
整
官
会
議

　

７
月
11
・
12
日　
　

飛
騨
署
管
内

◎�

低
コ
ス
ト
・
高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検

討
会

　

７
月
11
日　
　
　
　

南
信
署
管
内

　

７
月
12
日　
　
　
　

木
曽
署
・
南
木
曽
支
署

　

７
月
17
・
18
日　
　

愛
知
所
管
内

　

７
月
31
日　
　
　
　

岐
阜
署
管
内

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

　

７
月
12
日　
　
　
　

東
濃
署
管
内

　

管
内
の
国
有
林
は
、
標
高
一
〇
〇
㍍
～

三
、〇
〇
〇
㍍
に
及
び
、
中
部
山
岳
国
立
公
園

や
県
立
自
然
公
園
に
大
部
分
が
指
定
さ
れ
て
お

り
、
国
有
林
野
の
貸
付
等
の
管
理
業
務
を
中
心

と
し
た
森
林
事
務
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
黒
部
市
（
旧
宇
奈
月
町
）
に
所
在
す
る

黒
部
奥
山
国
有
林
で
は
、
日
本
一
深
い
Ｖ
字
峡

谷
を
縫
う
よ
う
に
ト
ロ
ッ
コ
電
車
が
走
っ
て
お

り
、
年
間
約
四
十
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
県

内
有
数
の
観
光
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
地
域
は
年
間
降
水
量
が
四
千
㍉

㍍
近
く
あ
り
、
豊
富
な
水
量
を
利
用
し
た
水
力

発
電
が
大
正
時
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
行
わ

れ
、
軌
道
沿
線
に
は
発
電
所
や
ダ
ム
が
見
ら
れ

ま
す
。

　

な
か
で
も
、
黒
部
峡
谷
二
番
目
の
発
電
所
で

あ
る
、
黒
部
川
第
二
発
電
所
は
、
昭
和
十
一
年

に
竣
工
し
、「
富
山
の
建
築
百
選
」
に
選
定
さ

れ
て
お
り
、
戦
前
の
モ
ダ
ン
な
姿
を
車
窓
か
ら

眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

富
山
県
東
端
部
に
位
置
す
る
朝
日
町
に
は
、

大
蓮
華
国
有
林
が
あ
り
、
北
ア
ル
プ
ス
北
端
に

位
置
す
る
朝
日
岳
（
二
、四
一
八
㍍
）
が
そ
び

え
て
い
ま
す
。
朝
日
岳
は
、
多
様
な
高
山
植
物

や
ラ
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
希
少
野
生
生
物
が
登
山

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
朝

日
岳
に
ち
な
ん
で
「
朝
日
町
」
と
名
付
け
ら
れ

た
ほ
ど
に
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

当
森
林
事
務
所
で
は
、
こ
の
朝
日
岳
を
中
心

と
し
た
朝
日
・
白
馬
地
区
及
び
黒
部
・
後
立
山

地
区
を
活
動
区
域
と
し
た
高
山
植
物
保
護
パ
ト

ロ
ー
ル
（
通
称
グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
、
Ｇ
パ

ト
）
を
実
施
し
て
お
り
、
学
生
を
中
心
と
し
た

パ
ト
ロ
ー
ル
員
に
よ
り
高
山
植
物
保
護
の
た
め

の
巡
視
・
指
導
や
立
ち
入
り
禁
止
柵
の
設
置
改

修
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
森
林
事
務
所
の
森
林
官
に
な
っ
て
三
年
目

に
な
り
ま
す
が
、
当
初
は
現
場
に
行
く
の
に
ト

ロ
ッ
コ
電
車
に
乗
っ
て
約
一
時
間
二
十
分
、
帰

り
の
電
車
に
も
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
つ
つ

限
ら
れ
た
時
間
で
現
場
業
務
を
こ
な
す
と
い
っ

た
特
殊
性
に
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
計
画

的
に
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
後

に
、
広
域
な
管
内
で
あ
り
ま
す
が
、
貸
付
物
件

の
確
認
や
現
場
状
況
の
把
握
の
た
め
に
一
つ
で

も
多
く
の
現
場
に
足
を
運
ぶ
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

大内森林官（朝日岳山頂にて）

黒部川第二発電所

ライチョウの親子（朝日岳）
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愛知森林管理事務所
（各署の景勝地等を紹介）

風景紀行
「犬山・八曽自然休養林」

75
）

86

しろ うま だけ

自
然
休
養
林
と
な
っ
て
お
り
、
休
養
林
設
定
当

初
か
ら
、
野
営
場
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
、
遊
歩

道
、
園
地
を
順
次
整
備
し
、
そ
の
後
昭
和

四
十
七
年
に
は
、
愛
知
県
に
よ
り
「
東
海
自
然

歩
道
」
が
六
・七
㌔
㍍
整
備
さ
れ
、
自
然
休
養

林
全
体
で
約
二
十
万
人
の
年
間
利
用
者
が
あ
り

ま
す
。

〈
樹
木
見
本
林
〉 

　

約
二
㌶
の
中
に
、
外
国
樹
種
を
含
め
七
十
五

種
の
樹
木
が
あ
り
、
四
季
を
通
し
て
観
察
が
で

き
多
く
の
利
用
者
が
活
用
し
て
い
ま
す
。

〈
遊
歩
道
〉

　

休
養
林
内
に
は
、
二
〇
㌔
㍍
を
超
え
る
遊
歩

道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
自
由
に
散
策
が
で
き
る

と
と
も
に
、
東
海
自
然
歩
道
も
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

〈
キ
ャ
ン
プ
場
〉

　

自
然
林
の
中
に
、
テ
ン
ト
サ
イ
ト
・
ケ
ビ
ン

を
配
置
す
る
総
収
容
人
員
約
三
五
〇
人
規
模
の

キ
ャ
ン
プ
施
設
で
、
外
部
委
託
に
よ
り
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

〈
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
〉

　

昭
和
四
十
六
年
に
公
式
コ
ー
ス
と
し
て
整
備

し
た
施
設
で
、
東
海
地
方
唯
一
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
コ
ー
ス
。
地
域
の
愛
好
者
や
大

学
等
の
サ
ー
ク
ル
を
中
心
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

〈
定
光
寺
〉

　

定
光
寺
自
然
休
養
林
の
隣
接
地
に
あ
り
、
建

武
三
年
（
一
三
三
六
年
）
に
創
建
さ
れ
た
臨
済

宗
妙
心
寺
派
の
古
刹
。
山
号
は
応
夢
山
（
お
う

む
ざ
ん
）。
本
尊
は
延
命
地
蔵
願
王
菩
薩
（
地

蔵
菩
薩
）。
尾
張
徳
川
家
の
菩
提
所
で
、
初
代

徳
川
義
直
候
は
じ
め
歴
代
が
納
骨
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
堂
は
創
建
当
時
の
姿
を
と
ど
め
て
お

り
、
春
は
桜
・
秋
は
紅
葉
の
名
所
と
し
て
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
所
在
地

　

愛
知
県
瀬
戸
市
川
平
町
（
瀬
戸
国
有
林
）

◆
ア
ク
セ
ス

　
【
公
共
交
通
機
関
】

　

�　
Ｊ
Ｒ
中
央
線
「
定
光
寺
駅
」
下
車
。
休
養

林
口
ま
で
徒
歩
約
五
分
。

　

�　

愛
知
環
状
鉄
道
「
中
水
野
駅
」
下
車
。
休

養
林
口
ま
で
徒
歩
約
一
〇
分

　
【
自
家
用
車
】

　

�　

高
速
道
路
で
は
東
名
「
春
日
井
IC
」、
中

央
道
「
多
治
見
IC
」、
東
海
環
状
「
せ
と
品

野
IC
」
か
ら
県
道
名
古
屋
多
治
見
線
（
旧
愛

岐
道
路
）
に
入
り
「
城
嶺
橋
東
」
交
差
点
を

名
古
屋
方
面
か
ら
は
右
折
、
多
治
見
方
面
か

ら
は
左
折
。

　

�　

一
般
道
で
は
、
県
道
名
古
屋
多
治
見
線

（
旧
愛
岐
道
路
）
を
通
り
、「
城
嶺
橋
東
」
交

差
点
を
名
古
屋
方
面
か
ら
は
右
折
、
多
治
見

方
面
か
ら
は
左
折
。

定
光
寺
自
然
休
養
林

（
じ
ょ
う
こ
う
じ
響
の
森
）

 

［
愛
知
所
］
定
光
寺
自
然
休
養
林
は
昭
和

四
十
三
年
三
月
に
設
定
さ
れ
、
愛
知
県
瀬
戸
市

北
西
部
、
岐
阜
県
境
に
位
置
し
、
愛
知
高
原
国

定
公
園
（
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
指
定
）
内
の

庄
内
川
沿
い
、
標
高
五
〇
㍍
か
ら
三
二
七
㍍
の

丘
陵
地
に
あ
り
ま
す
。
林
相
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
・
マ
ツ
な
ど
針
葉
樹
の
人
工
林
と
、
シ
イ
・

カ
シ
な
ど
広
葉
樹
の
自
然
林
（
天
然
林
）
に
よ

り
形
成
さ
れ
、
自
然
林
（
天
然
林
）
は
、
ツ
ブ

ラ
ジ
イ
、
ア
ラ
カ
シ
、
ア
カ
ガ
シ
な
ど
の
巨
木

の
下
に
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ
イ
、
サ

カ
キ
、
シ
キ
ミ
な
ど
の
低
木
が
茂
り
、
地
表
に

は
ベ
ニ
シ
ダ
、
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
等
の
シ
ダ
類
が
み

ら
れ
る
な
ど
、
学
術
的
に
も
貴
重
な
暖
帯
性
の

広
葉
樹
林
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
緑
豊
か
な
自
然
環
境
を
背
景

に
、
都
市
近
郊
の
自
然
休
養
林
と
し
て
、
四
季

を
通
じ
て
「
日
帰
り
」
を
主
体
と
し
た
利
用
者

で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

面
積
は
七
一
五
㌶
で
、
瀬
戸
国
有
林
全
体
が

キャンプ場

尾張徳川家の菩提所「定光寺」

遊歩道からの眺望（展望デッキ）


